Explikation der Vorrede der Phänomenologie des Geistes Hegels (die Absätze 27-29) by 山口 誠一
ヘーゲル『精神現象学』「序説」第27節～第29節の
解明
著者 山口 誠一
出版者 法政大学文学部
雑誌名 法政大学文学部紀要
巻 74
ページ 21-33
発行年 2017-03-30
URL http://hdl.handle.net/10114/12993
第27節
要旨
『精神現象学』は学一般の生成を叙述する。感性的意識は精神を欠いている。意識経験を経て学の純
粋概念を生み出す。①『精神現象学』はたんなる入門ではない。②『精神現象学』は学を基礎づけるわ
けでもない。③『精神現象学』は知的直観ではない。
 『精神現象学』は学一般の生成を叙述する。
DiesWerdenderWissenschaftuberhauptoderdesWissensistes,wasdiesePhanomenologie
desGeistesdarstelt.
1 Geistesdarstelt］Geistes,alsderersteTeildesSystemsderselben,darstelt
学

一

般

の生成，あるいは知の生成を叙述すること，それがこの『精神現

象

学

』の仕事である。
解 ヘーゲルは，『精神現象学』緒論で「以上の必然性のおかげで学そのものへの道がすでに学
であり，こうして学の内容からいえば意識の経験の学である」（Phan.S.68）とのべている。意識の経
験という内容は，意識にとっては，学そのものへの道であるが，この道が，その形式たる生成運動とし
ては，わたしたちにとって学なのである。「学一般」とは，「学そのものへの道」といわれる場合の「学
そのもの」である。そして，より具体的には，「序説」第26節によれば「学の土台にして基盤」
たる「絶対的他者的存在にありながら自己を純粋認識すること」である。
また，『精神の現

象

学

』という書名の後に初版では，「学の体系の第一部としての」という語句が付せ
られていた。ここからすれば，第一部は学そのものへの道として消極的学であり，第二部は，学そのも
のとしての積極的学である。
21
凡 例
1．原文の隔字体は，本論稿ではイタリック体で表記し，訳文では傍点を付した。
2．『精神現象学』第二版刊行に際し推敲された第一版対応箇所は，本論稿原文直下の］右側に表示した。
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 感性的意識は精神を欠いている。
DasWissen,wieeszuerstist,oderderunmitelbareGeististdasGeistlose,dassinnliche
Bewutsein.
1 Geistlose］geistlose,oderist
知識が最初にとる姿，すなわち，直

接

的

な

精神は，まだ精神を欠いたところの感

性

的

意

識

である。
解 この文で問題となるのは，直接的精神が直接的であるがゆえに精神を欠いていることである。
端的にいえば，知識が最初にとる姿では，精神現象としての知が直接知と同一視されて無効になってい
る。
「感性的確信」冒頭でこういわれている。「最初に，換言すれば，直接にわたしたちの対象である知は，
それ自身直接的な知，直接的なものつまり，存在するものについての知以外にはありえない」（Phan.S.
69）と。ヘーゲルはこの文で「知」を「最初に，換言すれば，直接にわたしたちの対象である知」と規
定している。この句に関して注意すべきは，「知」は，原初的には直接的知ではなくて，わたしたちの
対象となるものであり，それは，結局，現象する知である。そうであるからこそ，つぎに，そのような
知を「それ自身直接的な知，直接的なものつまり，存在するものについての知」と規定し，しかもそれ
「以外にありえない」としている。
このようにして，冒頭の文の「直接に」という言葉は，「知」が「わたしたちの対象」となる仕方で
あり，「最初に」という言葉の言い換えとして用いられている。また，それに続く文に従えば，そのよ
うな「知」を対象とする「わたしたち」の態度も「直接的」であり，しかも，それは，手を加えないで
という意味の「受容的に」という言葉で言い換えられている。したがって，ここでは，「わたしたち」
を哲学的観望者に限定することはできない。この事実は，ヘーゲルが，「知」と「わたしたち」を意識
の場面における「現象的知」と叙述主体としての「わたしたち」にさしあたって限定せず，より一般的
で原初的な場面から浮彫りにしてゆこうとしていることを示している。逆にいうならば，意識の経験の
場面があらかじめ与えられていて，そこから「現象的知」の一つとしての「直接知」についての探究が
始められるという意味での端初は，明らかに考えられていない。したがって，意識の経験の方法は，あ
らかじめ与えられてはいないのである。
それゆえに，端初で，まず問われるべきことは，そもそも「現象的知」とは，「直接的知」と同じで
あるのか否かということなのである。そして，それは，「このものとは何か」という問いのうちに示さ
れている。つまり，むろん，ここでは，「このもの」は「現象知」において「普遍的なもの」としてと
らえられるべきか，それとも，むしろ直接知において指示されたものとしてとらえられるべきかという
ことが，問題にされている。本来，叙述主体としての「わたしたち」にとって「知」は，直接的には現
れない。しかし，「知」と「わたしたち」を，原初的な場面でとらえた端初では，「現象的」と「直接的」
とが暗黙のうちに同一視されているのである。現に，冒頭の文で，「直接的に」の言い換えとして用い
られた「受容的に」という言葉が，「知覚」の章で，「必然的受容」という場合の「受容」から区別され
る場合には，ことさらに「現象的受容」ともいわれている（Phan.S.79）。しかも，「感性的確信」と
文学部紀要 第74号22
は，「現象」は「直接的なもの」でしかありえないという倒錯した論理によって，「現象」概念を「直接
性」の領域に狭めて，その概念を，精神の現象という本来的な領域から遮断するところに成り立ってい
る。本文第二節で「感性的確信」が直接に現れるものとして「もっとも豊かな認識，いな無限に豊かな
内容を持つ認識」であり，「最も真実の確信」であるとされていることは，そのことを裏書きする。そ
して，ヘーゲルが当該の章の三つの階梯を通じて，本来問うたことは，「直接的知」としての「感性的
確信」の拠り所となっている論理が真でないということであった。そのことが明らかにされたとき，
「現象的知」としての「感性的確信」は，直接知とまったく同じではなくして，実は，より根本的には，
意識経験の出来事であることが示され，知覚へ移行することになる。
 意識経験を経て学の純粋概念を生み出す。
UmzumeigentlichenWissenzuwerdenoderdasElementderWissenschaft,dasihrreiner
Begriffselbstist,zuerzeugen,hatessichdurcheinenlangenWeghindurchzuarbeiten.
12 Wissenschaft,...hindurch］Wissenschaft,wasihrreinerBegriffist,zuerzeugen,hater
durcheinenlangenWegsichhindurch
そこから，本来の知識まで生成してゆき，学の場面，学の純粋な概念そのものを生み出すためには，
意識は身を労して長い道を通り抜けなければならない。
解 本節で，学の場面が，「学一般」「知」「本来の知」そして，「学の純粋概念そのもの」と呼ば
れるに到る。そして，そこへと生成する際の出発点が，精神を欠いている感性的意識なのである。学と
は，純粋概念による否定的運動であり，それは，知の自己産出運動である。なお，絶対概念と純粋概念
との違いについては，第23節およびその解を参照されたい。
 ①『精神現象学』はたんなる入門ではない。
―DiesesWerden,wieesinseinem InhalteunddenGestalten,diesichinihm zeigen,sich
aufstelenwird,wirdnichtdassein,wasmanzunachstuntereinerAnleitungdesunwissenschaft-
lichenBewutseinszurWissenschaftsichvorstelt,
13 zeigen,… vorstelt,］zeigen,aufgesteltist,erscheintalsetwasanderes,dennalsdie
AnleitungdesunwissenschaftlichenBewutseinszurWissenschaft;
この生成が，その内容と，生成によって明らかになる諸形態とにおいて，いかなる有り様を呈するか，
それは，学的でない意識を学へ導くということでまず思い浮かべられるようなものとは，ちがっている
であろう。
解 この『精神現象学』における生成の独自性が，ここで強調されることになる。第一に，『精
神現象学』の道は，学的でない意識を学へ導く普通の入門ではない。なぜならば，『精神現象学』にお
ける自然的意識の遍歴する意識の経験の道は，すでにそれ自身学だからである。本節の解でのべた
ように，学一般の生成の内容はすでに意識の経験の学であり，意識の諸形態の系列とは意識経験の道で
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ある。したがって，意識は，形態としては学的ではないが，その内容においては，規定された概念に対
応していて必然的に体系へと展開する。
 ②『精神現象学』は学を基礎づけるわけでもない。
auchetwasanderesalsdieBegrundungderWissenschaft,
また，学の基礎づけというものとも別物である。
解 第二に，『精神現象学』の道は，ラインホルトがいうような学の基礎づけでもない。ライン
ホルトは，たとえば，『人間の表象能力についての新理論』のなかで，「あらゆる哲学の第一根本命題」
として，「意識において表象は，主観によって客観および主観から区別され，かつ双方に関連づけられ
る」という意識律を提出している。しかし，ヘーゲルによれば，一つの命題のうちに，それ以外のすべ
ての命題の土台となるような確実な事象が表現されることはありえないのである。
 ③『精神現象学』は知的直観ではない。
― soohnehinalsdieBegeisterung,diewieausderPistolemitdem absolutenWissen
unmittelbaranfangtundmitanderenStandpunktendadurchschonfertigist,dasiekeineNotiz
davonzunehmenerklart.
ましてや，霊感にあふれ，ピストルから発射するように，そのまま絶対知ではじめて，他の立場に対
しては，まったく興味がないと宣言するだけで済ましてしまうようなやり方とは，まったく異なってい
る。
解 第三に，『精神現象学』の道は，むろん，生成ということをまったく予想していない，シェ
リングの知的直観とも異なるのである。
〔3〕 表象されたものと熟知されたものとを思想に転換すること，
さらにこれを概念に転換すること
第28節
要旨
普遍的個人の形成陶冶が『精神現象学』の課題である。普遍的個人（個体）では無教養で不完全な個
人（個体）が全契機が現象する。無教養で不完全な個人（個体）の一つが支配的となり普遍的個人（個
体）はぼかされる。精神の各段階では以前の段階は目立たなくなる。事象そのものの形態は後には影
となる。意識経験は実体の想起である。学への導入は過去の想起である。個人は普遍的精神の諸段階を
過去としてたどる。『精神現象学』は成長過程である。個人の教育的進級課程に世界史が映されている。
世界史は非有機的自然である。形成陶冶は非有機的自然の占有である。形成陶冶は実体の自己意識化で
文学部紀要 第74号24
ある。
 普遍的個人の形成陶冶が『精神現象学』の課題である。
DieAufgabe,dasIndividuum vonseinem ungebildetenStandpunkteauszum Wissenzu
fuhren,warin ihrem algemeinen Sinn zu fassen und dasalgemeineIndividuum,der
selbstbewuteGeist,inseinerBildungzubetrachten.
1 Aufgabe］Aufgabeaber
23 derselbstbewuteGeist］derWeltgeist
個人（個体）を無教養の立場から知にまで導くというのが課題であるが，これを普遍的な意味に理解
し，自己意識的精神としての普遍的個人（個体）を，それを形成陶冶するということで考察しなければ
ならなかった。
解 ここでは，意識という言葉の代わりに個人（個体）という言葉が登場してくると同時に形成
陶冶の問題が出てくる。形成陶冶は，前節の生成ということのヘーゲル独自の意味を明らかにするため
に用いられている。したがって，普遍的個人（個体）を形成陶冶の過程において考察するとは，前節の
「感性的意識」から「本来の知」への生成と同じことなのである。しかも，個人（個体）の形成陶冶が
普遍的な意味で理解されなければならない。ということは，その形成陶冶が，或る特定の人にとっての
出来事にとどまらず，一定の時代に生きる個人（個体）すべてにとっての出来事であり，さらには世界
史を体現した自己意識としての個人（個体）つまり，普遍的個人（個体）の出来事だということである。
 普遍的個人（個体）では無教養で不完全な個人（個体）が全契機が現象する。
― WasdasVerhaltnisbeiderbetrifft,sozeigtsichindem algemeinenIndividuum jedes
Moment,wieesdiekonkreteFormundeigeneGestaltunggewinnt.
〔普遍的個人と形成陶冶との〕両者の関係についていえば，普遍的個人（個体）では，あらゆる
契機が，それぞれ具体的な形式と固有の形態とをとって明らかにされる。
解 ヘーゲルは，前節で普遍的個人（個体）と形との関係を，明らかにしてから，前者の個人
（個体）が，より低次の前者の個人（個体）のありかたをとることについて説明している。
 無教養で不完全な個人（個体）の一つが支配的となり普遍的個人（個体）はぼかされる。
DasbesondereIndividuum istderunvolstandigeGeist,einekonkreteGestalt,inderen
ganzem DaseineineBestimmtheitherrschendistundworindieanderennurinverwischten
Zugenvorhandensind.
1 Individuum］Individuumaber
12 Gestalt,… und］Gestalt,derenganzesDaseinEinerBestimmtheitzufalt,und
ところが，特殊的個人（個体）は，不完全な精神としての，ある具体的な形態をとっており，その現
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存全体ではただ一

つ

の

規定が支配的であって，他の諸規定はぼかされた輪郭のような状態でだけ存在す
る。
解 特殊的な個人（個体）とは，いわば一つの意識形態に限定されている自然的意識なのである。
 精神の各段階では以前の段階は目立たなくなる。
IndemGeiste,derhoherstehtalseinanderer,istdasniedrigerekonkreteDaseinzueinem
unscheinbarenMomenteherabgesunken;
一般に，他の精神よりも高次の段階にある精神では，低次の段階での具体的現存は，目立たぬ契機に
なりさがってしまっている。
解 ここから見れば，『精神現象学』の道とは，特殊的個人（個体）が，低次の特殊的個人（個
体）のありかたの段階をりながら，普遍的個人（個体）の段階へ到達しようとするものなのである。
 事象そのものの形態は後には影となる。
wasvorherdieSacheselbstwar,istnurnocheineSpur;ihreGestaltisteingehultundeine
einfacheSchattierunggeworden.
前には，事象そのものであったものが，いまはかろうじて痕跡をとどめるのみであり，その事象その
ものの形態はわれて，一抹の陰影となっている。
解 前には事象そのものであったものとは，前文に従えば，低次の精神である。そして，その事
象そのものの形態とは低次の段階での精神の具体的現存である。それが，高次の現存にわれて陰影し
か見えなくなっている。
 意識経験は実体の想起である。
DieseVergangenheitdurchlauftdasIndividuum,dessenSubstanzderhoherstehendeGeist
ist,inderWeise,wieder,welchereinehohereWissenschaftvornimmt,dieVorbereitungs-
kenntnisse,dieerlangstinnehat,umsichihrenInhaltgegenwartigzumachen,durchgeht;
2 inderWeise,wieder,welcher］aufdieArt,wieder
このような過去をたどるのは，高位の精神を実体とする個人（個体）である。そして，そのたどり方
は，程度の高い学にとりかかろうとする人が，以前から通暁していた予備になるさまざまの知識を，そ
の内容をもう一度自分にはっきりさせておくために通覧するというものである。
解 ここに『精神現象学』が，過去の世界精神の想起という性格をもつことが明らかにされる。
この精神は，個人にとっては，その実体であるから，想起された実体は主体である。
 学への導入は過去の想起である。
erruftdieErinnerungderselbenzuruck,ohnedarinseinInteresseundVerweilenzuhaben.
文学部紀要 第74号26
1 derselben］desselben
その人は，そういった知を想い起こしはするが，とくにそれに関心をもってかかずらうわけではない。
解 普遍的精神としては程度の高い学にとりかかることに関心があるので学への導入にとどまる
わけにはゆかないが，個人としては世界精神の過去を意識の経験の道として想い起こすわけである。
 個人は普遍的精神の諸段階を過去としてたどる。
DerEinzelnemuauchdem InhaltenachdieBildungsstufendesalgemeinenGeistes
durchlaufen,aberalsvom Geisteschon abgelegteGestalten,alsStufen einesWegs,der
ausgearbeitetundgeebnetist;
12 DerEinzelne… durchlaufen］SodurchlauftjedereinzelneauchdieBildungsstufendes
algemeinenGeistes,
たしかに，個々の人としては，普遍的精神が形成されてきた陶冶の段階を，実際に内容の上でもたどっ
てゆかねばならない。しかしそれは，精神によってはすでにぬぎすてられた諸形態についてのことであ
り，切り開かれならされた道の諸段階上のことである。
解 前文の「知を想い起こす」とは，この文によれば，精神によってすでに脱ぎ捨てられた諸形
態を個人が意識経験によってたどることである。
 『精神現象学』は成長過程である。
sosehenwirinAnsehungderKenntnissedas,wasinfruherenZeitalterndenreifenGeistder
Manner beschaftigte,zu Kenntnissen,Ubungen und selbst Spielen des Knabenalters
herabgesunken
1 so...herabgesunken］wiewirinAnsehungderKenntnissedas,wasinfruhernZeitalternden
reifen GeistderMannerbeschaftigt,zu Kenntnissen,Ubungen und selbstSpielen des
Knabenaltersherabgesunkensehen,
したがって，知見に関して，かつての時代には熟年の人々の成熟した精神が取り組んだものが，いま
では少年期に属する知見や練習に，いや遊戯にさえなりさがっているのが見られる。
解 ここから，『精神現象学』が，少年期から熟年期への成長という性格をもっていることがわ
かる。
 個人の教育的進級課程に世界史が映されている。
undwerdenindempadagogischenFortschreitendiewieimSchattenrissenachgezeichnete
GeschichtederBildungderWelterkennen.
12 und...erkennen］undindem padagogischenFortschreitendiewieim Schattenrisse
nachgezeichneteGeschichtederBildungderWelterkennen
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そして，教育上の進級課程において，世界形成の歴史が，影絵のように映されているのが認められる
であろう。
解 さらに，ヘーゲルは，個人（個体）の形成陶冶とは，世界の形成そのものをりなおすこと
であるといっている。
 世界史は非有機的自然である。
DiesvergangeneDaseinistbereitserworbenesEigentum desalgemeinenGeistes,derdie
SubstanzdesIndividuumsund so ihm auerlich erscheinend seineunorganischeNatur
ausmacht.
1 istbereits］istschon
1 Individuums… erscheinend］Individuumsoder
こうして過去に現存したものは，普遍精神にとっては，すでに獲得され所有されている。この精
神は，個人（個体）の実体をなすのであって，個人（個体）にとってはそれは外から現れ，精神の有機
化されていない自然なのである。
解 歴史で形成された世界は，個人（個体）の実体となっており，非有機的自然なのである。な
お，非有機的自然については，Phan.S.124;S.191を参照されたい。
 形成陶冶は非有機的自然の占有である。
―DieBildungindieserRucksichtbesteht,vonderSeitedesIndividuumsausbetrachtet,
darin,daesdiesVorhandeneerwerbe,seineunorganischeNaturinsichzehreundfursichin
Besitznehme.
12 ― DieBildung… darin］DieBildungdesIndividuumsindieserRucksichtbesteht,von
seinerSeiteausbetrachtet,darin
こう考えてくると，形成陶冶とは，つぎのようなものである。個人（個体）の側から見れば，それは，
個人（個体）が自分の前にあるものを獲得し，非有機的自然を消費して自分にとりこみ，それだけ占有
することである。
解『精神現象学』では，普遍的精神は世界史となり，個人にとっては，有機的に占有される非
有機的自然である。
 形成陶冶は実体の自己意識化である。
DiesistabervonderSeitedesalgemeinenGeistesalsderSubstanznichtsanderes,alsda
diesesichihrSelbstbewutseingibt,ihrWerdenundihreReflexioninsichhervorbringt.
12 aber… hervorbringt］aberebensosehrnichtsanders,alsdaderalgemeineGeistoderdie
Substanzsich
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しかし，実体であるところの普遍的精神の側からみれば，このことは，実体がみずから自己意識をそ
なえるようになり，自分の生成と自分の自己還帰とを実現してゆくことにほかならない。
解 つぎに，個人（個体）の形成陶冶とは，同時に実体が自己意識をそなえるようになることな
のである。普遍的精神とは，実体を意味し，主体が，意識の対象となった局面である。
第29節
要旨
29a この部分は，意識の経験を『精神現象学』の視点から説明している。
29b まず，この部分の前半部から後半部にかけて，古代の形成陶冶を前提した上で，近世におけ
る形成陶冶のことがいわれている。第33節では，個々の多様で直接的なものを思考によって普遍的な
表象に高める仕事が，古代におけるプラトンやアリストテレスの仕事だったが，近世では，そういう表
象を流動化し，主体化することがいわれている。ここでは，このことが，思考規定としての即自的なも
のを対自存在の形式に転換することであるといわれている。
29a
 学的体系は精神の形成陶冶の叙述である。
DieWissenschaftsteltsowohldiesebildendeBewegunginihrerAusfuhrlichkeitund
Notwendigkeitals［auch］ das,was schon zum Momente und Eigentum des Geistes
herabgesunkenist,inseinerGestaltungdar.
学は，この形成陶冶の運動を，あますところなく，しかも必然的なものとして叙述するとともに，す
でに精神の所有に帰してその契機となっているものを，それに形態を与えながら叙述する。
解 まず，学は，精神の形成陶冶の頂点をなし，その所以はその詳細さと必然性を備えた叙述で
あることにある。そして，その叙述は，個人（個体）の実体ないし非有機的自然である精神の諸契機に
形態を与えていくことを通してなされてゆくのである。なお，形態というのが，意識の形態たとえば人
倫的意識や良心などであることは容易にわかるが，契機というのは，わかりにくい。それは世界形成の
歴史の所産でありながらさらに古代哲学によって加工されたもののようである。ヘーゲルは，これを思
考規定と考えているようである。
 『精神現象学』の目標は精神の自己知である。
DasZielistdieEinsichtdesGeistesindas,wasdasWissenist.
目標は，知である当のものを精神が洞察することである。
解 そのような学の叙述の目標は，「知である当のもの」を精神が洞察することである。この
「知である当のもの」とは，『精神現象学』の最後の「絶対知」であるが，それは，また「絶対概念の啓
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示」ともいってよい。『精神現象学』とは，精神が知としての自己を洞察することであり，それは，精
神の深みとしての絶対概念を啓示することで終わる。
 目標への忍耐が必要である。
DieUngeduldverlangtdasUnmogliche,namlichdieErreichungdesZielsohnedieMittel.
忍耐のない人々は，手段はぬきにして目標に達することを求めるが，これは不可能な要求である。
解 ここで，この叙述に忍耐が要求されているのは，まさに精神の否定性が根底にあるためであ
る。第32節参照
 意識の諸形態は避けて通れない必然である。
EinesteilsistdieLangediesesWegszuertragen,dennjedesMomentistnotwendig;
一方では，この道の長

さ

に耐えなければならない。なぜならば，契機の一つ一つが必然的なものだか
らである。
解 絶対知への道では，契機の一つ一つを絶対的ではないと否定してゆく忍耐が要求される。そ
れは，避けて通れない必然の道だからである。
 意識の諸形態は個体的で全体的真理に通じている。
―andernteilsistbeijedem sichzuverweilen,dennjedesistselbsteineindividueleganze
Gestalt
1 ―andernteilsist］― andernteils
他方では，どの契機のもとでも立

ち

止

ま

ら

なければならない。なぜならば，各契機はそれ自身，個体
的にして全体的な形態だからである。
解 第32節では，「精神の威力は，否定的なものに面と向かってそれを直視し，そのもとで
立ち止まるという，まさにこのことに存する。否定的なもののもとで立ち止まることが，それを存在へ
転ずる魔法の力なのである」とある。立ち止まるというのは，否定的なものを存在にお転ずる否定性で
ある。また，意識は個体性でもあることが，「個体的にして全体的な形態」という表現から判明する。
現に「理性」では，意識は同時に個体性である。この詳細については，拙著『へーゲル哲学の根源
精神現象学の問いの解明』，法政大学出版局，1989年，200頁を参照されたい。また，意識に一つ
の形態が全体的であるとは，全体という体系の真理を個体の範囲で映し出していることを意味する。
「序説」第20節では「真理は全体である」といわれている。
 各契機は絶対的なものとして考察される。
undwirdnurabsolutbetrachtet,insofernseineBestimmtheitalsGanzesoderKonkretesoder
dasGanzeinderEigentumlichkeitdieserBestimmungbetrachtetwird.
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各契機の規定態が，全体的なもの，あるいは具体的なものとして考察される以上，言い換えれば，全
体がその規定の固有性において考察されるのである以上，各契機は，絶対的なものとしてしか考察され
ない。
解 先の叙述の詳細さとは，各々の契機のもとに立ち止まり，それらを絶対的なものとして見な
し，吟味することなのである。なお，原典445頁以下参照。
29b
 世界史は世界精神の遍歴と労苦である。
― WeildieSubstanzdesIndividuums,weilsogarderWeltgeistdieGeduldgehabt,diese
FormeninderlangenAusdehnungderZeitzudurchgehenunddieungeheureArbeitder
Weltgeschichte,in welchererin jederden ganzen Gehaltseiner,dessen siefahig ist,
herausgestaltete,zuubernehmen,
1 weilsogar］weil
3 Weltgeschichte...herausgestaltete］Weltgeschichte
個人（個体）の実体は，というより世界精神そのものは，つぎのことに耐えてきた。すなわち，世界
精神の各契機の諸形式を時間の長大な広がりののなかで遍歴し，各形式において，世界史に可能なかぎ
り世界精神の全内容を形態化して現しつつ，世界史の巨大な労苦をひきうけることに耐えてきた。
解 ここで世界精神が，世界史の長い道において自分に国家などの形態を与え，個人（個体）の
実体となることが明言されている。世界史が個体の実体であり，世界精神としての個体の性状が意識で
あるがゆえに意識は個体性である。
 『精神現象学』は世界精神の自覚の労苦である。
undweilerdurchkeinegeringeredasBewutseinubersicherreichenkonnte,
世界精神が自分についての意識に達するためには，これより軽い労苦をもってしては不可能であった。
解 前文でいわれた世界精神を体現する個人の忍耐とは，世界精神による自覚の道でもあること
が，この文で明言されている。この道を個人（個体）が歩んで自分の実体を自覚する次第については，
第28節の最後ですでにいわれていた。
 自分の実体の概念把握の労苦は世界精神の労苦よりも多い。
sokannzwarderSachenachdasIndividuumnichtmitwenigerseineSubstanzbegreifen;
1 zwarderSachenach］zwar
2 begreifen;］begreifen.
そうであるからには，個人（個体）は核心からいうならばこの世界精神よりも少ない労苦では自分の
実体をなるほど概念把握しえない。
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解 これまでに，自分の実体の自覚がいわれたが，ここでは，自分の実体の概念把握がいわれ，
『論理学』の多大な労苦の場面になる。
 同時に個人の労苦は軽減されている。
inzwischenhateszugleichgeringereMuhe,weilansichdiesvolbracht,
であるのに，個人（個体）は同時に労苦を軽減されてもいる。というのは，自

体

的

に

は

事は成就
されているからである。
解 世界精神は，世界史の道をすでに整備したのであるから，それを自体存在にして世界史の道
を振り返って自覚すること（対自化）ができる。
 内容の現実性は単純な思考規定となっている。
derInhaltschondiezurMoglichkeitgetilgteWirklichkeit,diebezwungeneUnmittelbarkeit,
die Gestaltung bereits auf ihre Abbreviatur,auf die einfache Gedankenbestimmung,
herabgebrachtist.
1 Wirklichkeit,… herabgebrachtist.］WirklichkeitunddiebezwungneUnmittelbarkeitist.
内容の現実性はもはや消去されて可能性に移され，その直接性は克服されている。〔個々の〕形態化
はすでに見取り図におさめられ，単純な思想規定となりさがっている。
解 形態化では，内容の直接的現実性が消去され，その直接性も克服されている。その形態化を
見取り図におさめると単純な思考規定になり，たとえばアリストテレスが解明した諸カテゴリーとなる。
 思考内容は実体となっている。
SchoneinGedachtes,istderInhaltEigentumderSubstanz;
1 Gedachtes,… Substanz;］Gedachtes,istderInhaltEugenthumderSubstanz;
すでに思

考

さ

れ

た

も

の

であるからには，内容は，実体が所

有

し

て

い

る

。
解 アリストテレス『形而上学』の諸カテゴリーは「実体とは何か」という問いへの解答である
という意味で実体の内容なのである。
 問題は自体存在の対自化である。
esistnichtmehrdasDaseinindieForm desAnsichseins,sondernnurdaswedermehr
bloursprunglichenochindasDaseinversenkte,vielmehrbereitserinnerteAnsichindieForm
desFursichseinsumzukehren.
1 Dasein… umzukehren.］DaseinindasAnsichsein,sondernnurdasAnsichindieForm des
Fursichseinsumzukehren,
したがって，もはや〔個人（個体）の〕生活そのものを自

体

存

在

の形式に変えてかかる必要はない。
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むしろ，ただ原初的でもなく，ただ生活へ沈潜することでももはやなく，すでに思い出されるものとし
て内

面

化

さ

れ

た

自体的なものを，対

自

的

存

在

の形式に転換するべきなのである。
解 ここから，『精神現象学』は，古代哲学の観想によって素朴な生活に無関与となり，それを
内面化した点から出発する。内面化された実体を想い起こすことが対自存在への転換である。
 それは，実体の自覚作業の詳述である。
DieArtdiesesTunsistnaheranzugeben.
1 Die… anzugeben.］dessenArtnaherzubestimmenist.
この作業がどのようになされるかを，もう少し詳しくのべなければならない。
解 この作業とは，実体の内面化と内面化された実体を想い起こすことである。
GW:GeorgWilhelm Hegel,GesammelteWerkeinVerbindungmitderDeutschenForschungsgemeinschaft.
Hrsg.v.derRheinisch-WestfalischenAkademiederWissenschaften.FelixMeinerVerlag,Hamburg,
1968ff.（GW の後に巻数と頁数を記してある）
Phan.:G.W.F.Hegel,PhanomenologiedesGeistes（1807）.Hrsg.v.H.F.Wesselsu.H.Clairmont,FelixMeiner
Verlag,Hamburg,1988.
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